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     年   月   日 
 

電力需給シミュレーションシステム使用申込書 

 
一般財団法人 電力中央研究所  殿 
株式会社 東光高岳    殿 
東京電力パワーグリッド 株式会社 殿 
 

申込者 （法人名・法人格）                 

（所属部署）                 

（役職）                 

（お名前）               印 

申込者は，国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（以下 NEDO という）

が実施した「電力系統出力変動対応技術研究開発事業」（以下 NEDO 事業のという）におい

て，一般財団法人電力中央研究所（以下電中研という），株式会社東光高岳（以下東光高岳

という），東京電力パワーグリッド株式会社（以下東電 PG という）の三者（以下開発関係者

という）が関わり開発した需給シミュレーションシステム（以下本ソフトウエアという）に

ついて，下記事項に同意の上，申込者所属法人の無償での使用を申し込みます。 
 

記 
（免責事項） 

1. 本ソフトウエア，付属する説明書，動作確認用添付データ，および本ソフトにユー

ザが何らかの改変を加えたソフトウエア（以下これらを本ソフトウエア等という），

開発関係者が提示した本ソフトウエア動作条件※1等に不具合・不備等があることが

明らかになった場合でも，開発関係者は修復や改善の義務を負わない。 

2. 本ソフトウエア等を使用したこと，または本ソフトウエア等を使用できなかったこ

とにより本ソフトウエア等を使用する者（以下使用者という）に生じた損害につい

て、開発関係者は一切責任を負わない。 

3. 本ソフトウエア等のインストール及び使用に関連し，本ソフトウエア付属の説明書

の記載範囲を超えた事項に関しては，開発関係者はこれを説明する義務を負わない。 

4. 本ソフトウエアの動作条件となるハードウエア及びソフトウエア環境は使用者が整

備するものとし，開発関係者はこの整備に関し一切の責任を負わない。 

5. 本ソフトウエア等の無償提供が予告無しに停止したことにより使用者に損害が生じ

ても，開発関係者は一切責任を負わない。 

本様式に必要事項を記入・押印の上第 1 頁と第 2 頁をスキャナ

ーで pdf 化し，dassh-ml[at mark]criepi.denken.or.jp 宛に電子メー

ル添付にてお送り下さい。（[at mark]→@に置換願います） 
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（禁止事項） 

6. 開発関係者の書面等での同意無しに，本ソフトウエア等を再配布することを禁ずる。 

7. 開発関係者の書面等での同意無しに，本ソフトウエア等を使用し第三者から対価を

得ることを禁ずる。 

8. 開発関係者の書面等での同意無しに，本ソフトウエア等を第三者に有償または無償

で開示または使用させることを禁ずる。 

9. その他開発関係者に損害をもたらす行為，損害をもたらす可能性のある行為を禁ず

る。 

（使用結果の公表における留意事項） 

10. 本ソフトウエア等を使用した計算結果等を公表する場合には，NEDO 事業の成果を用

いて得られたものであることを明示すること。記載例：「本結果は NEDO『電力系統

出力変動対応技術研究開発事業』の成果である需給シミュレーションシステムを使

用して得られた。」 

11. 本ソフトウエア等を改変・改良したものを使用した計算結果等を公表する場合には，

NEDO 事業の成果を改変・改良したソフトウエアを用いて得られたものであることを

明示すること。記載例：「本結果は NEDO『電力系統出力変動対応技術研究開発事業』

の成果である需給シミュレーションシステムを改変したソフトウエアを使用して得

られた。」 

（使用許諾に関する事項） 

12. 本申込書の提出により本ソフトウエア等の使用を許諾した際には，電中研から申込

者へのソフトウエア等の送付（電子的な送付を含む）をもって使用許諾回答に代え

るものとする。 

13. 6 項から 11 項までのいずれかに反する行為があった場合，および本申込者に虚偽の

情報が記載されていることが使用許諾後に判明した場合には，電中研が本ソフトウ

エア等の使用許諾を取り消すことがある。 

（その他） 

14. 使用者は，東電 PG と東光高岳が年 1回程度の頻度での実施を予定している，使用者

対象の本ソフトウエア活用状況に関するアンケート（想定回答所要時間 10 分程度）

に，極力回答することとする。 

15. 本ソフトウエア使用申込の期限は 2022 年 3 月末とする。 

以上 

※1 確認済動作条件のひとつ（本条件での動作を保証または他条件での動作を否定するものではありません） 

・ 公式サポート期間にある Microsoft Windows OS（Windows 10 等） 

・ MATLAB/Simulink（有償ソフト，2015b） 

・ Python（オープンソース，Anaconda 4.4.0 版） 

・ Gnuplot（オープンソース，vers.5.0.7） 

・ AMPL（有償ソフト（無償デモ版での一定規模までの動作を確認済み）） 

・ MINOS（AMPL デモ版に付属する版で動作確認済み） 
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2020 年 ○○ 月 ○○ 日 
 

電力需給シミュレーションシステム使用申込書 

 
一般財団法人 電力中央研究所  殿 
株式会社 東光高岳    殿 
東京電力パワーグリッド 株式会社 殿 
 

申込者 （法人名・法人格）   国立大学法人 電力需給大学 

（所属部署）         電力需給研究科 

（役職）              教授 

（お名前）        需給 太郎  

 
 

（以下は本様式において定型文であるため，記入例においては記載を省略する）。 

以上 
 

教育機関等の場合には，

学生ではなく教職員の方

が申し込んで下さい。 需
給 

株式会社，一般財団法人等，法人格

を併せて記載して下さい。 

使用申込書記入例： 
青字部分を記入し個人印等を押印してください。 


